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１ はじめに                         

 
 
(1) ⽵原未来の観光ブランド戦略プラン策定の⽬的 

 
⽵原未来の観光ブランド戦略プラン（以下「戦略プラン」という。）は、⼀般社団法⼈ 
⽵原観光まちづくり機構（以下「⽵原 DMO」という。）を中⼼に、⽵原市が本市にお
ける観光分野の上位計画である「⽵原市観光振興計画」で定めた将来像及び⽬標像の達
成に向け、着実な遂⾏を補完するため策定しました。 
 

 
(2) ⽵原未来の観光ブランド戦略プランの位置付け 
 

本戦略プランは⽵原市が⽬指す⽬標像の達成に向けた具体的な 20 個のアクションプラ
ンを⽰しています。アクションプランは、第 6 次⽵原市総合計画における将来像 1 「⾃
然・歴史・⽂化に育まれ、⼈々に守られ磨かれた資源が⼈々を魅了する賑わいのあるま
ち」に合致するとともに、⽵原市観光振興計画における⽅向性との整合を図るものとし
ます。 
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(3) 計画の期間 
 
計画の期間は、「⽵原市観光振興計画」との整合を保つため、令和６年度から令和９年
度の４か年とします。戦略プランは、毎年度 PDCA を回しながら、専⾨家の意⾒を踏
まえつつ内容や数値⽬標を含め、適宜⾒直しを⾏います。 
 

 
(4) ⽵原市観光振興計画の概要 
 

■数値⽬標 
数値⽬標は下記のとおり定めています。 
 

指標① 基準値(R1) 実績値(R3) ⽬標値(R9) 
総観光客数（⼈） 1,047,923 563,879 1,430,000 
  内、訪⽇外国⼈観光客数 9,931 87 30,000 

    

指標② 基準値(R1) 実績値(R3) ⽬標値(R9) 
宿泊客数（⼈） 174,627 91,258 260,000 
定員稼働率（%） 47.6% 23.1% - 

     

指標③ 基準値(R1) 実績値(R3) ⽬標値(R9) 
総観光消費額（千円） 3,238,318 2,158,884 8,212,411 

  (参考）1 ⼈あたり観光消費額（円） 
（総観光消費額/総観光客数) 

3,090 3,829 5,743 

 
 

■将来像 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽵原市がこれまで培ってきた歴史や⽂化、暮らし、産業を、⻑く発展的に継承してい
けるよう、観光資源をブランド化し、観光事業・活動に取り組む次世代の事業者・⼈
材との関係づくりを⾏いながら、観光振興が地域づくりと連動する取組となることを
めざします。 
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■⽬標像 
現状と課題を踏まえ、⽵原市が⽬指す３つの⽬標像は次のとおり定めています。この⽬
標像へ近づくために事業の推進を⾏います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■施策の展開 
上記の⽬標像を達成するために以下３つの施策を⾏います。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■⽵原市観光振興計画での推進体制 

上記施策を⾏っていくにあたり、右図に
表される組織体制のもと、⽵原 DMO が
⽵原市観光振興計画推進の舵取り役とな
って計画を実⾏していきます。 

住⺠が誇る 
「まちあるき観光地」 

まちあるきを楽しめる、満⾜
度の⾼い観光地をめざす。 

（１）既存資源の発掘と新コンテンツの創出 →ストーリーを活⽤した観光コンテンツ造成 
（２）まちあるき観光の充実   →⼤久野島や町並み保存地区の周遊促進 
（３）観光事業者・プレイヤーの誘致・育成 →観光コンテンツ造成を⾏うプレイヤーの誘致 

（１）受⼊環境の整備   →アクセスの改善など 
（２）観光 DX の推進   →デジタル活⽤による利便性向上 
（３）観光推進組織の強化   →観光まちづくり機構を核としたエリアブランディング 

⽬標像① 

広島が誇る 
「⾷と酒の観光地」 

⽵原３蔵の地酒と⾷が楽し
める、広島特有のペアリング
を楽しめる観光地をめざす。 

⽬標像② 

⽇本が誇る 
「SETOUCHI の観光地」 

SETOUCHI を楽しめる、⽇
本特有の観光地をめざす。 

⽬標像③ 

観光コンテンツづくり 基本⽬標１ 

誘客の基盤づくり 基本⽬標２ 

（１）国内向けプロモーション  →各種媒体を活⽤したプロモーション 
（２）国外向けプロモーション  →旅⾏代理店等への営業活動 
（３）広域連携の推進   →広島県や近隣市町等との連携したプロモーション 
 

誘客の仕掛けづくり 基本⽬標３ 

※⽵原 DMO の役割については 22 ページ(4) 関係
事業者などによる連携強化の仕組みづくりを参照。 
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２ 世界及び国内の観光トレンド                        
 
(1) ⼈⼝動態 

世界の⼈⼝は今後も増加傾向で推移を続け、2060 年頃には 100 億⼈を突破し、2085 年
にピークを迎えることが予測されています。⼀⽅、⽇本の⼈⼝は減少の⼀途を辿り、
2070 年には総⼈⼝が 9,000万⼈を割り込み、⾼齢化率は約 39%になると推計されてい
ます。 
 
中⻑期的な視点で⽵原市の観光を捉えた場合、現状最も多く来訪している国内マーケッ
トのニーズに応えながら、さらなるインバウンド獲得に向けた観光戦略の検討・確⽴が
求められます。 

 
■世界と主要国の将来の⼈⼝推計 

 

 

 

 

 

 

 
■⽇本の⼈⼝の推移と今後の予測 

 

 

 

 

  

※参考資料：国連 World Poplation Prospects:The 2022 Revision 

※参考資料：2020 年までは総務省「国勢調査」、厚⽣労働省「⼈⼯動態統計」 
2025 年以降は国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の将来推計⼈(令和 5 年推計)」 

令和５年推計値
（日本の将来推計人口）

実績値
（国勢調査等）

○ 日本の人口は近年減少局面を迎えている。2070年には総人口が9,000万人を割り込み、高齢化率は
39％の水準になると推計されている。

人口（万人）

15~64歳
人口割合
52.1%

高齢化率
38.7%

合計特殊
出生率
1.36

0
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15～64歳割合

高齢化率（65歳以上人口割合）

合計特殊出生率

15～64歳人口

14歳以下人口

65歳以上人口

59.5%

28.6%

1.33

12,615万人

11,284

3,928

6,213

1,142

8,700

3,367

4,535

797

（出所） 2020年までの人口は総務省「国勢調査」、合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計」、
2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）」（出生中位（死亡中位）推計）

日本の人口の推移

2
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(2) 訪⽇外国⼈の消費動向 
 

2022 年の訪⽇外国⼈旅⾏消費額は 8,987億円となっています。内訳を⾒ると、韓国が
1,352 億円（15.0%）と最も⾼く、次いで中国が 1,092 億円（12.1%）、⽶国が 959億
円（10.7%）で続いており、上位５か国・地域で、全体の 54.7％を占めていることがわ
かります。また、⼀般客 1 ⼈当たりの旅⾏⽀出は 23.5万円となっており、費⽬別では、
宿泊費が 8.0万円（34.2%）と最も⾼く、次いで買物代が 6.2万円（26.3%）、飲⾷費が
5.3 万円（22.6%）で続いています。 
 
アフターコロナに伴う観光事業の回復や円安の影響を受け、訪⽇外国⼈の消費は増加し
ていることから、⽵原市においても訪⽇外国⼈の積極的な消費意欲につながる「⾼単価・
⾼付加価値商品」の充実を図ることが重要です。 

 
■国籍・地域別の訪⽇外国⼈旅⾏消費額と構成 ■費⽤別にみる⼀般客⼀⼈当たり 

旅⾏⽀出 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 世界のアウトバウンド需要 
 

2023年の国際観光客到着数は、推定で 13
億⼈となります。伸び率の変化を⾒ると、
直近３年間で-69%から-12%へと急激に
伸び率が増加しており、新型コロナウイ
ルス感染症の流⾏以前(2019 年)の⽔準、
14億 8000万⼈の 88％まで回復したこと
になります。2024年には完全に回復し、
その後も右肩上がりに増加していくこと
が予測されているため、世界のアウトバ
ウンド需要も捉えながら観光事業に取り
組む必要があります。 

※参考資料：観光庁 訪⽇外国⼈の消費動向 訪⽇外国⼈消費動向調査結果及び分析 2022 年 年次報告書 

■国際観光客到着数の伸び率の変化 

※参考資料：UNWTO 
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(4) ⽇本国内における旅⾏消費額 
 
⽇本⼈の国内旅⾏消費額は、2022 年に約 17 兆 2千億円となっています。2020 年と 
2021 年は新型コロナウイルス感染症の影響で⼤幅に減少したものの、2022 年からは 
回復傾向が⾒られ、2023年には前年を上回る消費額になることが予測されています。 

   
観光消費額の増加を⽬指す⽵原市においては、これまでの⽇帰り旅⾏需要のほか、宿
泊を伴う旅⾏需要のさらなる拡⼤に向けて、宿泊施設の充実や宿泊をすることで体験
できるコンテンツ造成等に注⼒していくことが重要と考えられます。 

 
■⽇本⼈国内旅⾏消費額の推移 

 

 

 

 

 

 

 
(5) まとめ 
 

海外と国内の状況 

新型コロナウィルス感染症の影響により、⼤幅に観光消費額は
減少したものの、2022 年以降は回復傾向に向かっており、今後
も右肩上がりで増加していくと予想されています。⽇本⼈の⼈
⼝は今後減少の⼀途を辿り、観光客も減少していく反⾯で、訪
⽇外国⼈が増加していることからインバウンド向けの対応も進
めていく必要があることが読み取れます。また⼀度の旅⾏で消
費する旅⾏消費額も訪⽇外国⼈の消費額は⽇本⼈に⽐べ⾼いこ
とから、外国⼈向けのより⾼付加価値・⾼単価なプロダクトの
開発も効果的だと考えられます。 

 
 
 

※参考資料：2023 年 4 ⽉ 28 ⽇ 観光庁「旅⾏・観光消費動向調査 2022 年年間値(確報)」 
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（兆円）

○2022年の日本人国内旅行消費額は17兆1,929 億円（2019年比21.6％減、前年比
87.2％増）となった。

○日本人国内旅行消費額のうち、宿泊旅行消費額は13兆7,559 億円（2019年比19.8％減、
前年比96.7％増）、日帰り旅行消費額が3兆4,370 億円（2019年比28.0％減、前年比
56.9％増）となった。

旅行・観光消費動向調査
2022年年間値（確報）

2 0 2 3 年 ４ 月 2 8 日
観 光 庁

～2022年の国内旅行消費額は17兆1,929億円～

日本人国内旅行消費額

【図表1】 日本人国内旅行消費額の推移（確報値）

【図表2】 日本人国内旅行消費額（確報値） 単位：億円

【問い合わせ先】
観光戦略課 観光統計調査室 中村、久保田、永田
TEL 03-5253-8111（内線27-216、27-224、27-230）
TEL 03-5253-8325（直通）
MAIL hqt-kkctokei☆gxb.mlit.go.jp
（送信時は☆を＠に変更して下さい）1

消費額 2019年比 前年比 消費額 2019年比 前年比 消費額 2019年比 前年比
2012年 194,208 -1.6% 149,710 +1.3% 44,498 -10.2%
2013年 201,871 +3.9% 154,101 +2.9% 47,770 +7.4%
2014年 184,204 -8.8% 138,909 -9.9% 45,295 -5.2%
2015年 204,090 +10.8% 158,120 +13.8% 45,970 +1.5%
2016年 209,547 +2.7% 160,335 +1.4% 49,212 +7.1%
2017年 211,130 +0.8% 160,798 +0.3% 50,332 +2.3%
2018年 204,834 -3.0% 158,040 -1.7% 46,794 -7.0%
2019年 219,312 +7.1% 171,560 +8.6% 47,752 +2.0%
2020年 99,738 -54.5% -54.5% 77,723 -54.7% -54.7% 22,015 -53.9% -53.9%
2021年 91,835 -58.1% -7.9% 69,925 -59.2% -10.0% 21,910 -54.1% -0.5%
2022年 171,929 -21.6% +87.2% 137,559 -19.8% +96.7% 34,370 -28.0% +56.9%

　国内旅行全体
　うち宿泊旅行 　うち日帰り旅行
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３ ⽵原市内の観光トレンド                       
 
(1) ⽵原市の観光客数の状況 

令和 5 年 3 ⽉策定の⽵原市観光振興計画によると、平成 29年から令和 3年までの 5 年
間の総観光客数をみると、平成 31 年の 104 万⼈以降、新型コロナウイルス感染症の拡
⼤等が影響して減少傾向で推移し、令和 3年は 56万⼈となっています。 
市外からの観光客数が全体の 70%台半ばで推移しており、全体の 4⼈に 1 ⼈が市⺠の 
利⽤であることが分かります。 
 

令和 4 年の状況については、前年度より 23%観光客数が増加しており、新型コロナウイ
ルス感染症の影響を受ける前の平成 31 年と⽐較すると 66%まで回復している状況で
す。 

 
訪⽇外国⼈観光客数（外国⼈観光客数）は、平成 31 年の 7%にあたる 653⼈のみの来
訪となっており、まだ回復していないことが分かります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※参考資料︓令和 5 年 3 ⽉ ⽵原市観光振興計画 
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(2) ⽵原市を訪れる⽇本⼈の特徴 

■令和 4 年⽵原市発地別観光客割合 

県内客が 6割と最も多く、県外では近畿が 13.0%、
関東が 7.4%となっています。 

 
広島県沿岸部のほぼ中央に位置し、⼭陽⾃動⾞道
にも⽐較的近く、都市部へのアクセスに恵まれて
いることや広島空港から約 30 分で市街地まで来
ることのできる利便性の⾼さなど、県外からも訪
れやすい町であるという認知を⼀層広める必要
があります。 

 
 
(3) ⽵原市を訪れる観光客の宿泊割合 
 
町並み保存地区では、80.5%が⽇帰り客からの回答、⼤久野島では 69.2%が⽇帰り客、
30.8%が宿泊客からの回答となっています。 
 

	
 
 
 
 
 
 
 
(4) ⽵原市を訪れる外国⼈の特徴 

【⽵原市を訪れる外国⼈の国籍】  

● 新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前、令
和元年における⽵原市の外国⼈観光客の割合を⾒
ると、中国が 33%で最も多くなっています。 

● アメリカ・イギリス・オーストラリアなど、欧⽶
豪からの観光客が２割強を占めています。 

【令和元年 市場別外国⼈観光客数】 

令和 4 年 ⽵原市発地別観光客割合（n=691 ⼈） 

※参考資料：令和 4 年⽵原市観光統計調査 

※参考資料︓令和 5 年 3 ⽉ ⽵原市観光振興計画 WEB アンケート調査 
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(5) まとめ 
 

⽵原における観光 

⽵原市を訪れる観光客は県内客が 60%を占めていることから、
まだまだ県外への認知が広がっておらず、認知拡⼤が必要だと
考えられます。また、⽇帰りでの観光客の割合が⾼く、観光消費
額の増加を⽬標とする上では今後宿泊客を増加させる取組も⾏
なっていく必要があると考えられます。訪⽇外国⼈の割合を⾒
るとアジア圏の次に欧⽶豪の割合が⾼く、⽂化的意識の⾼い欧
⽶豪向けのプロダクトづくりも効果的になってくると考えられ
ます。 
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4 今後の⽅向性                              
 
⽵原市観光振興計画における⽬標像の実現に向け、本戦略プランでは⽵原市観光振興計画で
定めた３つの⽬標像を以下 4つの視点のもと再定義し直し、着実に事業を遂⾏します。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらには、上記３つの⽬標像すべてに必要な要素として④を定めます。 

 
 
 
 
 
 
※注(1)次世代ツーリズム：来訪者・市⺠の互恵的交流による新しい⽣活価値の創造を⽬的とした旅の形。 

※注(2)ガストロノミーツーリズム：その⼟地の気候⾵⼟が⽣んだ⾷材、習慣、伝統、歴史などによって育まれた⾷を楽しみ旅すること。 

❹ 担い⼿の確保、育成、連携 

担い⼿の確保、育成、地域内連携を進める。 

住⺠が誇る 
「まちあるき観光地」 

まちあるきを楽しめる、満⾜
度の⾼い観光地をめざす。 

⽬標像① ❶⽵原 STORY・次世代ツーリズム 

⽵原市の観光地をストーリーでつなぐまち
歩きツアーを造成する。 
滞在型で⾼付加価値化をめざす。 

広島が誇る 
「⾷と酒の観光地」 

⽵原３蔵の地酒と⾷が楽しめ
る、広島特有のペアリングを
楽しめる観光地をめざす。 

⽬標像② 
❷ ガストロノミーツーリズム 

瀬⼾内海と⾥⼭の⾷材が集まり、酒どころ
でもある⽵原市のとっておきの⾷体験を造
成する。 

⽇本が誇る 
「SETOUCHI の観光地」 

SETOUCHI を楽しめる、⽇
本特有の観光地をめざす。 

⽬標像③ ❸ SETOUCHI プロモーション 

⽵原市の魅⼒を伝えるための情報発信や、
販路拡⼤に向けたパートナーシップを構築
する。 

※注(1) 

※注(2) 
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5 事業計画                              

 
(1)ブランドビジョン 

 
本事業を進めていくにあたり、全員が同じ⽅向を向いて計画を推進していくことができ
るよう共通⽬標としてのブランドビジョンとその⽅向性を⽰すブランドコンセプトを
定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

ブランドコンセプト 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

❶⽵原STORY・次世代ツーリズム

❷ガストロノミーツーリズム

❸SETOUCHIプロモーション

SETOUCHI・⽵原
未来への“歓交”物語

ブランドコンセプト（案）

⽵原市の観光地をストーリーでつなぐまち歩きツアーを造成する。
滞在型で⾼付加価値化をめざす。

瀬⼾内と⾥⼭の⾷材が集まり、酒どころでもある⽵原市の
とっておきの⾷体験を造成する。

⽵原市の魅⼒を伝えるための情報発信や、販路拡⼤に向けた
パートナーシップを構築する。

ポストコロナを迎え、時代はサスティナブルな観光へ。
本ブランドコンセプトは、未来へ向けて「⽵原」という地域が、
これまで⼤切にしてきたストーリー、そしてこれからも⼤切にしたいコト
を、観光（歓交）という交流・コミュニケーションを通じて
来訪者とともに喜び合う、地域づくりをめざして設定いたしました。

観光ではなく“歓交”
これまでの来訪者が楽しむだけの観光を⽬指すのではなく、来訪者はもち
ろんのことながら、⽵原に住む地域の⽅、⽵原の観光に関わる観光関連事
業者の⽅の３者にとって「歓びが交わり合う」ような形の観光を⽬指すと
いうところから、観光ではなく“歓交”と定義しています。

❹担い⼿の確保、育成、連携
担い⼿の確保、育成、地域内連携を進める。
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(2) キャッチコピー・ブランドロゴ 

⽵原未来のブランド戦略ワークショップにて、メンバーより挙がった意⾒をもとに⽵原の
観光キャッチコピーとブランドロゴを作成しました。 
 
■キャッチコピー 

D I S C O V E R  T A K E H A R A  The Salt of life   
 
■ブランドロゴ 

キャッチコピーに込めた思い                       

英語で Discoverは、『発⾒する』、そして The Salt of Lifeには、『⽣きがい』という 
意味があります。 
美しい瀬⼾内海や⾥⼭、懐かしさやノスタルジーを感じる古き良き町並み、美味しい⾷ 
事やお酒、⼈当たりの良い優しくて温かい⼈々、⽵原にはそんな魅⼒がたくさん詰まっ 
ています。この町を訪れる⼈たちに、そんな魅⼒を感じてもらい、『⽣きがい（The Salt  
of Life）』とは何か、そして豊かさとは何かと、それを『発⾒する』きっかけを⾒つけ 
ていただきたいという思いを込めてキャッチコピーを作りました。 
また、「Salt」には⽵原がかつて「製塩業」で栄えていたという歴史的な背景も込められ
ています。 

 
ロゴに込めた思い             

ロゴの全体の外形はかつて製塩業で栄 
えた歴史をもとにした塩の結晶のイメ 
ージとキャッチコピーの DISCOVER の 
D の形から来ています。結晶の中には 
⽵原を連想させる瀬⼾内海や町並み、 
うさぎをイメージした要素が散りばめ 
られた構成になっています。 

  

TO K I N O  D E S I G N  C O M PA N Y

竹原市観光ロゴデザインD案 1-①

フォント：Bahnschrift Bold Condensed

C60/Y10
R90/G185/B230
#5EB728

C70/Y30
R40/G185/B190
#26B7BC

C90/M80
R30/G80/B160
#1D5042

設計意図ベーシック

ロゴタイプ

組み合わせイメージ

D I S C O V E R
T A K E H A R A

D I S C O V E R
T A K E H A R A

Discover

塩の結晶
※フレーク状 ディスカバー

飛び跳ねるうさぎ
結晶の広がりと
街の発展の
ベクトルを重ねて

街角の曲線

瀬戸内海

T h e
S a l t
o f
L i f e

Th e
S a l t
o f
L i f e

D I S C O V E R
T A K E H A R A

Th e
S a l t
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T A K E H A R A
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S a l t
o f
L i f e

D I S C O V E R
T A K E H A R A

Th e
S a l t
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L i f e

D I S C O V E R
T A K E H A R A

Th e
S a l t
o f
L i f e

D I S C O V E R
T A K E H A R A
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S a l t
o f
L i f e
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(3) 計画推進のためのアクションプラン策定 
 

本事業において再定義を⾏った４つのブランドコンセプトを基に具体的なアクション
プランの絞り込みを⾏いました。本戦略で策定した 20 個のアクションプランについて
は、来年度以降、まちや事業のタイミングを考慮しながら実⾏に移していきます。 

 
■アクションプラン体系図 

  
❶ ⽵原STORY・次世代ツーリズム

❷ ガストロノミーツーリズム

❸ SETOUCHIプロモーション

❹ 担い⼿の確保、育成、連携

①(瀬⼾内海を活かした)⾼付加価値ツアーの造成

②⽂化財を活⽤した観光コンテンツの造成
③「⼤久野島」を核とした観光コンテンツの造成
④ナイト＆モーニングアクティビティコンテンツの造成
⑤観光振興のための⼆次交通の充実

①酒と⾷のペアリングの造成
②町並み保存地区のまち歩き・⾷べ歩きツアーのコンテンツ造成
③⾷べ歩きメニュー/名産品の開発

④「⽵原の歴史・⽂化」を核とした観光コンテンツの造成
⑤農林⽔産品を中⼼に既存産業を活かした観光コンテンツの造成

①観光に関する企業や団体、隣接する市町などとの広域連携
②ブランドツールによるPR戦略の実施
③インバウンド誘客に向けた環境整備とモニター誘致
④海外向けプロモーションの強化
⑤マーケティング調査の実施

①ガイドの育成・誘致
②プレイヤーの育成・誘致

③移住者受⼊態勢の整備等
④⽵原観光まちづくりラボの創設と活性化
⑤ふるさと納税（ＥＣ事業）の推進

⽵
原
未
来
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ラ
ン

⽬標像①
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 ① (瀬⼾内海を活かした)⾼付加価値ツアーの造成 

事業の概要 具体的な取り組み例 

国内の富裕層、海外のミドル層以上をターゲット
に⾼付加価値コンテンツの造成を⾏う。他では体
験できない「ここだけ」のコンテンツ造成する。 

・クルーズ船誘致活動と⾼付加価値商品開発 
・瀬⼾内のはじまりゴージャス⾼付加価値 

プロジェクト  

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・⽵原市・観光協会・観光関連事業者 

 
 
②⽂化財を活⽤した観光コンテンツの造成 

事業の概要 具体的な取り組み例 

⽂化財の歴史や価値を伝えるコンテンツの開発。
開発を⾏うだけでなく継続的な保護や保存も⽬
的とする。 

・⽂化財のミュージアム機能の整備 
・伝統芸能の保全・保護と維持のための 

観光事業化 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・⽵原市・教育委員会・観光関連事業者 

 
 
③「⼤久野島」を核とした観光コンテンツの造成 

事業の概要 具体的な取り組み例 

⼤久野島及び忠海エリアの⾃然景観や遺跡を活
かした新しい魅⼒が発信できる観光コンテンツ
造成を⾏う。 

・⼤久野島 遺跡・遺構ガイドツアー 
・うさぎの⽣態観察 
・⿊滝⼭・⽩滝⼭のハイキング 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・⽵原市・環境省・観光関連事業者・観光協会 

 
  

❶ ⽵原 STORY・次世代ツーリズム 
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④ナイト＆モーニングアクティビティコンテンツの造成 
事業の概要 具体的な取り組み例 

市内の宿泊客増加のための夜型＆朝型コンテン
ツの開発を⾏う。市内宿泊施設との連携を図る。 

・⼤久野島で宿泊と紐づけたナイトコンテンツ
の開発 

・⽂化財×ナイトコンテンツ 
（宿泊と伝統芸能のプラン開発など） 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

 → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・観光関連事業者・観光協会 

 
 
⑤観光振興のための⼆次交通の充実 

事業の概要 具体的な取り組み例 
交通事業者等と連携を図り観光振興のため 2 次
交通の充実を⽬指す。観光 DXを活⽤しながら国
内外からの観光客の市内各所の観光地へのアク
セスの向上を図る。 

・レンタサイクル、⼩型モビリティの整備 
・交通業者との連携強化 
・駐⾞スペースの確保 ・観光 DXの活⽤ 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

 → → → 
実施主体 

⽵原ＤＭＯ・⽵原市・交通事業者 
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⑥酒と⾷のペアリングの造成 

事業の概要 具体的な取り組み例 

歴史ある三蔵の酒蔵で作られる「⽇本酒」と⽵原
市内の⾷材を使った「⾷」とのペアリングしたコ
ンテンツを造成する。 

・酒蔵巡りコンテンツ造成 
・⽇本酒と合うペアリングメニューの開発 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・⽵原市・飲⾷＆宿泊事業者・観光関連事業者 

 
 
⑦町並み保存地区のまち歩き・⾷べ歩きツアーのコンテンツ造成 

事業の概要 具体的な取り組み例 

町並み保存地区をガイドとともに歩く、まち歩き
ツアーの造成を⾏う。 

・町並み保存地区のまち歩き・⾷べ歩きツアー 
の造成 

・まちあるきロードマップの整備 
・町並み×着物コンテンツ造成 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・飲⾷＆観光関連事業者 

 
 
⑧⾷べ歩きメニュー/名産品の開発 

事業の概要 具体的な取り組み例 

⽵原ならではの⾷べ歩きメニューの開発や地元
⾷材・レシピを活かした名産品の開発を⾏う。 

・⾷べ歩きメニューの開発 
・ご当地グルメの開発 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・飲⾷＆宿泊事業者・⽵原市 

 
  

❷ ガストロノミーツーリズム 
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⑨「⽵原の歴史・⽂化」を核とした観光コンテンツの造成 
事業の概要 具体的な取り組み例 

かつて製塩の地として栄えた背景をもとにした
観光コンテンツの開発を⾏う。 

・塩⽥に関わるコンテンツ整備 
・⽂化財物件の歴史に関わるコンテンツ整備 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

  → → 
実施主体 

⽵原 DMO・⽵原市・教育委員会・観光関連事業者・観光協会 

 
 
⑩農業・漁業を中⼼に既存産業を活かした観光コンテンツの造成 

事業の概要 具体的な取り組み例 

農協・漁協と連携して、⼭の豊かさ、海の豊かさ、
持続可能な開発としての体験型コンテンツの造
成を⾏う。 

・⽵原発瀬⼾内観光釣りプロジェクト 
・既存産業を活⽤した農(アグリツーリズム)・漁 

業ツアープログラム 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

 → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・⽵原市・各種連携団体＆事業者 
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⑪観光に関する企業や団体、隣接する市町など広域での連携を強化 

事業の概要 具体的な取り組み例 

広島県観光連盟や観光業、旅⾏業に関連する企業
や団体、隣接する市町や関連のある市町村など広
い範囲での連携を強化する。 

・鉄道事業者および観光事業者との連携 
・広島県観光連盟との連携（ＨＹＰＰ事業） 
・他市町、他団体と連携した観光 PR 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・⽵原市・交通事業者 

 
 
⑫ブランドツールの作成と活⽤による PR 戦略の実施 

事業の概要 具体的な取り組み例 

対外的なプロモーションを⾏うためのブランド
ツールの作成と活⽤を⾏う。 ・PR戦略及びブランドツールの作成、活⽤ 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO 

 
 
⑬インバウンド誘客に向けた環境整備とモニター誘致 

事業の概要 具体的な取り組み例 
観光 DXを活⽤したインバウンド誘客に向けた多
⾔語対応した設備や機器の導⼊、コンテンツづく
りを⾏う。また、情報発信によって⽵原市でのイ
ベントに外国⼈の誘致を積極的に⾏う。 

・⽵原市内で開催のイベントでの外国⼈誘致 
・多⾔語対応機器の導⼊ 
・外国語SNSの運⽤ ・観光 DXの活⽤ 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原ＤＭＯ・⽵原市 

  

❸ SETOUCHI プロモーション 
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⑭海外向けプロモーションの強化 
事業の概要 具体的な取り組み例 

海外のターゲット国での PR 活動を強化、知名度
をアップし⽵原市への外国⼈観光客誘致の増加
を⽬指す。 

・海外旅⾏博出展、海外旅⾏業関係事業者への 
積極的な PR 活動 

・海外メディアと OTAの活⽤ 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原ＤＭＯ・⽵原市 

 
 
⑮マーケティング調査の実施 

事業の概要 具体的な取り組み例 

観光 DXを活⽤し、観光客の動向を把握するため
の調査・分析を⾏う。 

・スマートフォン等のモバイルデータ等から 
観光客の動きを調査・分析し、観光 DXによる 
デジタルを活⽤したマーケティング調査を 
実施する。 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・⽵原市 
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⑯ガイドの育成 

事業の概要 具体的な取り組み例 

まちの歴史やストーリーを観光客に伝えるため
の総合ガイド、通訳ガイドの育成を⾏う ・総合ガイド及び通訳ガイドの養成講座の開催 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

 → → → 
実施主体 

⽵原ＤＭＯ・⽵原市 

 
 
⑰プレイヤーの誘致 

事業の概要 具体的な取り組み例 

他地域からプレイヤーや企業の誘致推進を⾏う。 

・スタートアップとの観光関連事業者との連携 
・⼤久野島・忠海港周辺へのカフェ出店誘致 
・町並み⽂化財物件へのプレイヤー誘致 
・地域おこし協⼒隊受⼊メニュー運⽤業務 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

 → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・⽵原市・教育委員会・商⼯会議所 

 
 
⑱移住者受⼊態勢の整備等 

事業の概要 具体的な取り組み例 

移住者促進のためのPR 活動や受け⼊れ態勢の整

備を⾏う。 

・移住定住サポートセンター開設とコワーキン
グスペースの活⽤ 
・移住体験ツアー・動画制作 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・⽵原市 

 
  

❹ 担い⼿の確保、育成、連携 
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⑲⽵原観光まちづくりラボの創設と活性化 
事業の概要 具体的な取り組み例 

Ｒ５年度に設置したブランド戦略検討委員会と
ワークショップを発展させて、⽵原観光まちづく
りラボを創設し、アクションプランの進捗を共有
するための議論と協議の場を設ける。 

・⽵原観光まちづくりラボを創設、⽵原 DMO と
事業者が連携し、観光 DXを活⽤しながら商品・
サービスの魅⼒づくりやビジネスチャンスの
創出を⾏う。 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原 DMO・観光関連事業者・観光協会・商⼯会議所 

 
 
⑳ふるさと納税（ＥＣ事業）の推進 

事業の概要 具体的な取り組み例 

ふるさと納税の推進を⾏う ・寄付単価及び返礼品単価の⾒直し 
・新規返礼商品の企画開発 

実施時期 
令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 

→ → → → 
実施主体 

⽵原ＤＭＯ・関連事業者・商⼯会議所 

 
 ※実施主体は順不同 
 
 

  



22 

(4) 関係事業者などによる連携強化の仕組みづくり 
⽵原観光まちづくりラボの創設と活性化 

①⽬的 
⽵原 DMO と事業者、事業者同⼠が連携し、商品・サービスの魅⼒づくりやビジネス 
チャンスの創出を⾏うことで、観光地のブランド向上と変化する市場ニーズへの対 
応を実施し続ける持続可能な観光地域づくりを実現します。 

②⽵原 DMO の役割 
⽵原 DMO は、⽵原市、⽵原商⼯会議所、⽵原市観光協会と事業者の連携、および事 
業者同⼠の連携を推進し、アクションプランが円滑に実⾏できるように旗振り役 
として、各関係団体および事業者との伴⾛役を担います。 

１．マーケティングデータの共有
２．ブランド⼒向上へのサポート
３．商品企画、コンテンツ造成の連携
４．商品・サービスを訴求する情報発信のサポート

観光ブランド⼒の向上
地域経済活性化

⽵原観光まちづくりラボ

⽵原市

観光協会

商⼯会議所

⽵原観光まちづくり機構
DMO

事業者

連携

事業者

事業者

地域住⺠

外部プレイヤー

参画
連携

１．ブランド⼒向上
２．商品・サービス⼒向上
３．新商品造成
４．新規市場、事業開拓

持続的収益向上
企業価値向上

連
携連携

伴⾛

訪問者・購⼊者

提供 利⽤
購⼊

リサーチ
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(5) 今後検討すべきプロジェクト⼀覧 
 
前述のアクションプランのほか、ワークショップや内部協議の中で出た今後検討すべき
プロジェクト案は以下のとおりです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

❶ ⽵原 STORY・次世代ツーリズム 
・ウェルネス・ウェルビーイングツーリズム推進 
・GPS 付き観光ガイド機能の導⼊ 
・ミニイベントの定期開催 
・⼤久野島毒ガス遺跡の保存調査＋資料展⽰のリニューアル 
・町並み保存地区のライトアップ 
 
❷ ガストロノミーツーリズム 
・⽵原観光イベント・うまいもの・歴史カレンダー 
 
❸ SETOUCHI プロモーション 
・瀬⼾内エリア ロングストーリープログラム 
・観光案内板（看板）の整備：プレゼンス・多⾔語 
・サイン看板整備 
・Wi-Fi 環境整備 
 
❹ 担い⼿の確保、育成、連携 
・⼈的サービスの向上 
・旅⾏業 3種の取得と⽵原ＤＭＯによる独⾃コンテンツ開発と販売 
・廃校などの再利⽤、SOHO 事業で若者の活動 

※注(3) 観光や体験を通じて⾝体や⼼の健康を向上させることを⽬的とした旅⾏ 

※注(3) 
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6 策定経緯                              
 
(1) ⽵原未来のブランド戦略 検討委員会・ワークショップメンバー 

 
本戦略プランの策定にあたっては、下記メンバーによる協議を⾏いました。 

 
 
■⽵原未来のブランド戦略検討委員会                               (順不同、敬称略) 
No 役職 ⽒名 所属 
1 座⻑ ⼭川 拓也 流通科学⼤学 准教授 
2 委員 新⾕ 昭夫 ⽵原市 副市⻑ 
3 委員 藤井 善⽂ ⼀般社団法⼈⽵原市観光協会 会⻑ 
4 委員 藤⽥ 勉 休暇村⼤久野島 総⽀配⼈ 
5 委員 ⽇浦 徹治 ⼭陽商船株式会社 代表取締役専務 
6 委員 ⼭下 峻 株式会社⼭陽タクシー 代表取締役 
7 委員 福本 博之 株式会社いいね⽵原 代表取締役 
8 委員 北丸 令⼦ ⽵原商⼯会議所⼥性部 会⻑ 
9 委員 南濤 幸男 ⽵原商⼯会議所⻘年部 会⻑ 

10 委員 藤川 裕員 ⼀般社団法⼈⽵原⻘年会議所 
2024年度理事⻑ 

11 委員 奥⽥ 義則 ⽵原飲⾷組合 ⽀部⻑ 
12 委員 津川 篤司 賀茂川荘 ⽀配⼈ 

13 委員 森本 百合⼦ 瀬⼾内ゴルフリゾート株式会社  
マネージャー 

14 委員 ⽟垣 雅史 ⼀般社団法⼈広島県観光連盟 
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■⽵原未来のブランド戦略 ワークショップ参加メンバー            (順不同、敬称略) 
No ⽒名 所属 
1 今市 ⼤輔 ⽵原⻘年会議所 
2 伊藤 秀夫 休暇村⼤久野島 
3 ⼤内 寛⽂ 浄⼟真宗本願寺派 ⽇照⼭ ⻑善寺 
4 ⼤久保 史代 株式会社いいね⽵原 
5 北丸 令⼦ ⽵原商⼯会議所⼥性部（花みづき） 
6 杉本 彩織 農ライファーズ株式会社 
7 砂川 ⿇由⼦ ⽵原⻘年会議所 
8 ⽵元 裕美⼦ アヲハタ株式会社 
9 ⽵ノ中 皓紀 広島国際空港株式会社 
10 ⼟居 ⿓⼆ バンブーツアー 
11 中野 隆治 広島県観光連盟・広島県 
12 新⽥ 晋司 ビストロシン 
13 ⻄野 弘美 農家レストラン⻄野 
14 フィリップス千咲 ⽇本航空株式会社(JAL) 
15 堀江 美樹 株式会社NOTE(NIPPONIA) 
16 松岡 利典 株式会社ヤマワキ 
17 松本 真明 松本煉⽡株式会社 

18 森本 百合⼦ ⽵原商⼯会議所⼥性部 
（瀬⼾内ゴルフリゾート） 

19 ⼭内 巧 株式会社たけはらケーブルネットワーク 
20 ⼭下 峻 株式会社⼭陽タクシー 
21 ⼭⽥ 智嗣 有限会社前川酒店 
22 脇本 まり 忠海集学校（リングロー株式会社） 
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(2) 事業計画策定の経緯 
 

年・⽉・⽇ 活動概要 

令和５年 
10⽉ 6⽇（⾦） 

第⼀回⽵原未来のブランド戦略検討委員会 開催 
 
・本事業の説明 
・座⻑挨拶 
・講演：「これからの観光のあり⽅と地域資源のコンテンツ化」 
  流通科学⼤学准教授 ⼭川拓也⽒ 
・内向けのブランディングコンセプト、⾻⼦案説明 
・ワークショップについての説明 
・意⾒交換・質疑応答 

令和５年 
10⽉ 17⽇（⽕） 

第⼀回⽵原未来のブランド戦略 ワークショップ 
・本事業の説明  
・内向けのブランド・全体の⽅向性の簡単な説明 
・講演：「地域ブランド作りのヒント」 
広島経済⼤学メディアビジネス学部学部⻑ 北野 尚⼈⽒ 

・⽵原の過去と未来について深掘りを⾏うグループワーク 
 ❶「これまで⼤切にしてきたストーリー」 
 ❷「これから⼤切にしていきたいコト」 
 ❸ スローガンの作成 
・発表・記念撮影・閉会 

令和５年 
11⽉ 13 ⽇（⽉） 

第⼆回⽵原未来のブランド戦略 ワークショップ 
・講演：「歴まち事業の動きと持続可能な観光まちづくりのアド
バイス」 
⽂化庁 ⽂化観光推進コーディネーター 丸岡直樹⽒ 

・講演：「ニューツーリズムと次世代ツーリズム」 
流通科学⼤学准教授 ⼭川拓也⽒ 

・グループワーク 
1.⽵原 STORY・次世代ツーリズム 
2.ガストロノミーツーリズム 
3.SETOUCHIプロモーション      
4.担い⼿の確保、育成、連携 

の４つに合わせてそれぞれ事業者の⽅がやってみたいアクション
プランの検討を⾏う。 
・発表・記念撮影・閉会 

令和５年 
12⽉ 4 ⽇（⽉） 

第三回⽵原未来のブランド戦略 ワークショップ 
・事業説明・進捗報告  
・アクションプランの作り込み 
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年・⽉・⽇ 活動概要 
・キャッチコピーについて考える 
・発表・記念撮影・閉会 

令和 6 年 
3⽉ 4 ⽇（⽉） 

第⼆回⽵原未来のブランド戦略検討委員会 開催 
 
・第１回〜第 3回ワークショップの振り返り 
・⽵原未来の観光ブランド戦略プラン 概要説明 
・意⾒交換、質疑応答 
・閉会 
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⽵原未来の観光ブランド戦略プラン 
策定年⽉：令和６年３⽉ 

  監修：⼀般社団法⼈⽵原観光まちづくり機構 
  〒725-0026 広島県⽵原市中央 5-1-35 ⽵原市役所 2 階 

TEL:080-8417-2146 
FAX:050-3588-6384 

策定協⼒：(株)FRASCO 


